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1 行列

行列：数を長方形に並べて ()で囲んだもの．

例：

(
1 2
4 1

)
,

 1 2 3 4
4 1 2 3
3 4 1 2



1.1 基本用語

A =



a11 a12 . . . a1j . . . a1n

a21 a22 . . . a2j . . . a2n

...
...

...
...

ai1 ai2 . . . aij . . . ain

...
...

...
...

am1 am2 . . . amj . . . amn



• m行 n列の行列をm × n行列，(m,n)行列という．

• n × n行列を n次正方行列という．

• 並んでいる数を成分という．

• aij を (i, j)成分という．

• 行列Aの (i, j)成分が aij のとき，A = (aij)と書くことがある．

例：aij = 3i + 2jの 2 × 3行列を書け．

解答：

• 1 × n行列を n項行ベクトル，m × 1行列をm項列ベクトルという．

• 行列A,Bの行と列の個数が等しいとき，同じ型の行列であるという．
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1.2 行列の演算

和とスカラー倍

同じ型の 2つの行列A = (aij), B = (bij)に対してAとBの
和を，

A + B = (aij + bij)，

スカラー倍を，
cA = (caij)

で定める．

• 零行列：全ての成分が 0の行列．Oで表す．

• 同じ型の行列に対して，教科書 P4 定理 1.1が成立．

積

A = (aij)：l × m行列，B = (bij)：m × n行列に対してAとBの 積を，

AB = (
m∑

k=1

aikbkj)

で定める．（ABは l × n行列となる）

積の定義の説明：

• AB = BAのとき，AとBは可換であるという．

• A ̸= O,B ̸= OでAB = Oのとき，A,Bを零因子という．

• 積が定義されている行列に対し，教科書 P7 定理 1.2が成立．

例：教科書 P7 定理 1.2 (2)：A(B + C) = AB + AC の証明：

注意：因数分解の公式は行列では一般には使えない．（可換な行列に対しては使える．）
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